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人　口

　男

　女

世帯数

6，324人（＋9）

3，051人（一1）

3，273人（＋10）

1，761戸（一2）
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子供相撰窟奉舗
　／月7日、市谷原地区では古くから伝わる

ずのし　ハノ
＼＼

�_祭、，の行事が行われ、子供相撲を奉納

しました。

　この祭りは、「水神様」への安全を祈願し

て古くから行われているもので、以前は日向市

など、あちこちから多くの方々が、職相撲取

り、，に訪れていたということです。
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N
国
勢
調
査
結
果
か
ら

　
昭
和
六
十
年
卜
月
に
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
国
勢
調
査
結
果
の

人
口
に
つ
い
て
は
町
回
八
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
、
産
業
別
就
業
人
口
等
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
、

　
本
町
の
十
五
歳
以
上
人
口
は
五
、
一

二
〇
人
、
う
ち
労
働
力
人
口
は
三
、
五

二
四
人
で
、
就
業
者
は
九
七
％
に
あ

た
る
三
、
四
二
三
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
産
業
分
類
別
に
見
る
と

別
表
二
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
次
産
業
の
就
業
人
口
は
一
、

四
五
四
人
で
全
体
の
四
二
・
五
％
を

占
め
、
中
で
も
農
業
は
三
八
・
九
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
表
｝
の
就
業
人
口
の
推

移
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
昭
和
四

十
五
年
に
は
全
体
の
六
八
％
を
占
め

て
い
た
も
の
が
、
調
査
年
毎
に
約
一

八
％
強
の
高
い
割
合
い
で
減
少
し
て

お
り
、
第
一
次
産
業
離
れ
（
特
に
農

林
業
）
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
、

　
第
二
次
産
業
就
業
人
口
は
九
八
六

人
で
、
全
体
の
二
八
二
八
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
・
五
十
五

年
調
査
で
は
、
八
一
％
、
　
一
九
％
と

高
い
率
で
伸
び
て
い
る
が
、
今
回
調

査
で
は
二
・
六
％
と
横
ば
い
状
態
で

あ
る
。

　
鉱
業
・
建
設
業
は
減
少
し
た
も
の

産業別就業者数の推移表1
4．000ノ＼一
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、
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、
、

の
製
造
業
は
前
回
に
比
べ
一
六
・
五

％
伸
び
て
い
る
。

　
第
三
次
産
業
は
、
表
一
で
も
わ
か

る
よ
う
に
直
線
的
な
伸
び
を
示
し
、

就
業
人
口
も
九
八
三
人
で
、
二
八
・

七
％
と
な
り
前
回
に
比
し
六
・
六
％

伸
び
て
い
る
。
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
の

伸
び
が
目
立
ち
全
体
に
占
め
る
割
合

も
一
三
％
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
の
十
五
年
間
の
就
業
構
造
の
変

化
を
表
一
・
二
で
表
わ
し
て
み
ま
し

た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

、＿第1次産業
、、

A、、

2．。。。人！

第3次産業

　　＼，〆〃グ誤3訓…

／／ _
　　　　第2次産業

，000人

60年55年50年45年

単位：人

全体に占
める割合

100％

産業分類別15歳以上就業人口表2

60／55×100％

△3．7

昭和60年

3．423　人

昭和55年

3，553　人

昭和50年
3．666　人1

昭和45年

3，671人
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第1次産業

　農　　　　　業

　林　　　　　業
　漁　　　　　業

第2次産業

　鉱　　　　　業

　建　　設　　業
　製　　造　　業

第3次産業

　電気・ガス・水道業

　運輸・通信業
　卸売・小売業
　金融・保険・不動産

　サービ　ス業
　公　　　　　務
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像健浩
の一部

人
“
か

嚢
　
老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

昭
和
六
十
二
年
一
月
】
日
か
ら
、
七

十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
（
＝
疋
の
障

害
の
あ
る
人
は
六
十
五
歳
以
上
）
が

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
た
と
き
に
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
が
か
わ
り
ま
し
た
。

（
通
院
の
場
合
〉

●
【
ヶ
月
i
八
○
○
円

　
一
つ
の
医
療
機
関
ご
と
に
毎
月
最

初
の
診
療
日
に
支
払
う
（
改
正
前
は

一
ケ
月
四
〇
〇
円
。
）

（
入
院
の
場
合
〉

●
一
日
一
四
〇
〇
円

　
入
院
日
数
分
支
払
い
ま
す
。
た
だ

し
、
住
民
税
が
非
課
税
で
老
齢
福
祉

年
金
を
受
け
と
っ
て
い
る
人
は
、
一

日
三
〇
〇
円
を
二
ヶ
月
を
限
度
に
支

払
い
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
役
場

に
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
　
（
改
正
前
は
、
］
日
三
〇
〇

円
を
二
ヶ
月
を
限
度
に
支
払
い
、
そ

の
後
は
何
日
入
院
し
て
も
支
払
い
は

不
要
。
）老

人
保
健
制
度

　
老
人
保
健
制
度
と
は
一
1
－
－

　
「
老
人
保
健
法
」
（
昭
和
五
十
八
年

施
行
）
で
定
め
ら
れ
た
こ
の
制
度
は
、

国
民
の
み
ん
な
が
相
互
扶
助
の
精
神

に
も
と
づ
き
、
加
齢
に
伴
っ
て
生
じ

て
く
る
心
身
の
変
化
を
自
覚
し
、
つ

ね
に
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
お
年
寄
り
の
医
療
に
要
す

る
費
用
を
公
平
に
負
担
し
よ
う
と
い

う
目
的
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

一、

梹
ｵ
十
歳
に
な
っ
た
と
き
。

二
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
が
六
十

　
五
歳
に
な
っ
た
と
き
。
六
十
五
歳

　
を
す
ぎ
て
一
定
の
障
害
に
な
っ
た

　
と
き
。

三
、
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
。

四
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

　
た
と
き
。

五
、

六
、

市
町
村
の
区
域
内
で
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
。

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変

わ
っ
た
と
き
な
ど
。

　
七
十
歳
（
】
定
の
障
害
の
あ
る
人

は
六
十
五
歳
）
に
な
っ
た
ら
、
「
老
人

保
健
制
度
」
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
い

ま
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
の

被
保
険
者
あ
る
い
は
扶
養
家
族
と
し

て
の
資
格
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
医

療
以
外
の
給
付
（
葬
祭
費
な
ど
）
も

そ
の
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

彦

’

　
老
人
保
健
の
医
療
に
つ
い
て
の
取

扱
い
は
す
べ
て
市
町
村
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
へ
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
ー
ー

　
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
保

険
証
と
健
康
手
帳
（
医
療
受
給
者
証
）

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
に

よ
っ
て
ど
の
医
療
保
険
の
加
入
者
で

あ
る
か
を
、
ま
た
健
康
手
帳
に
よ
っ

て
老
人
保
健
で
の
受
診
資
格
が
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
た
め
で
す
。

．
㌦

、
、

9

・
’
循

、
、4鰯

ぼ
も

　
受
診
料
の
一
部
負
担
－

　
保
険
証
と
健
康
手
帳
（
医
療
受
給

恩
誼
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

し
て
医
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払
う
一

部
負
担
金
は
、
前
記
の
と
お
り
で
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
一
月
↓
日
よ
り
、

「
老
人
保
健
法
」
の
一
部
改
正
に
よ
っ

て
、
一
部
負
担
金
が
か
わ
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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老
人
保
健
の
手
続
き
1

次
の
よ
う
な
と
き
は
役
場
住
民
課

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
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昨
年
の
十
月
か
ら
「
わ
か
ち
あ
う

幸
せ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は

町
民
の
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご

協
力
に
よ
り
、
目
標
額
を
上
回
る
実

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
二
月
間
ら
行
わ
れ
た
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
に
お
い
て
も
、

老
人
ク
ラ
ブ
ム
吾
貝
の
一
円
募
金
、
町

内
企
業
の
み
な
さ
ん
な
ど
か
ら
、
二

十
三
万
八
千
九
十
一
円
の
募
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
の

福
祉
施
設
入
所
者
や
、
長
期
入
院
者
、

ね
た
き
り
老
人
、
九
十
歳
以
上
の
方

々
に
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
民

生
委
員
が
訪
問
を
し
、
慰
問
品
や
見

舞
金
等
を
届
け
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
宮
崎
県
共
同
募
金
会
東
郷
分
会

　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

〈
共
同
募
金
〉

目
標
額
　
一
、
〇
一
〇
、
二
三
〇
円

達
成
額
　
】
、
四
五
二
、
四
］
一
円

く
た
す
け
あ
い
募
金
V

　
　
　
　
　
二
三
八
、
〇
九
】
円
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所
得
の
申
告
相
談
～
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篭
遷
艦
｛
｛
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艦
｛
｛
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｛
｛
｛
｛
｛
｛
｛
｛
｛
遷
｛
｛
篭
｛
畿

　
　
　
　
2
月
1
0
日
か
ら
3
月
1
1
日

　
今
年
も
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。　

昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
現
在
、

町
内
に
居
住
す
る
人
に
つ
い
て
、
昭

和
六
十
一
年
｛
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
所
得
を
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
相
談
に
つ
い
て
は
、
別
表
一

の
日
程
表
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
が
、

所
得
の
な
い
人
で
も
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
お
金
．
を
借
り
る
場
合
等
に
所

得
証
明
が
必
要
で
す
し
、
福
祉
年
金

等
を
受
給
す
る
場
合
も
所
得
証
明
が

必
要
で
す
の
で
漏
れ
な
く
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の
と
し
て

①
田
畑
の
作
目
、
作
付
面
積
が
明
ら

か
な
も
の
（
申
告
計
算
書
…
組
合
長

を
通
じ
て
配
布
）

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
、
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
（
出
荷
証
明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
（
各
蚕

別表1

昭和62年度町県民税・国民健康保険税申告相談受付日程表

期
別
）

④
肉
用
牛
の
せ
り
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
（
証
明
書
が
な
い
場
合

は
免
税
扱
い
と
な
ら
な
い
。
）

⑤
出
稼
ぎ
・
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
・
王
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
い
明
細
書
（
給
与
支
払
報
告
が
さ

れ
て
い
る
人
は
除
く
。
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

六
十
一
年
中
の
年
金
支
払
通
知
書

⑦
山
林
の
譲
渡
、
土
地
・
建
物
の
譲

渡
、
貸
家
等
あ
る
人
は
収
入
・
支
出

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
（
公
共
用
地

等
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合
も
必

ず
申
告
の
こ
と
。
）

⑧
そ
の
他
、
所
得
の
あ
る
人
で
収
支

の
明
ら
か
な
も
の
（
家
計
簿
・
日
記

　
ノ
ー
ト
）

⑨
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
等

の
領
収
書
（
農
機
具
、
ト
ラ
ッ
ク
、

雇
人
費
、
交
際
費
、
光
熱
水
費
等
）

　
が
必
要
で
す
。

　
申
告
の
際
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の

外
に
印
か
ん
、
健
康
保
険
証
を
御
持

　　　　　　時　　間月　日　　　1日I

@　　　　　　　　　　I

曜　　　1申告相談該当…場　　所　　　　　　　　　　　　　　　　合　　名　　旨　　　　　　　　　　　　　組　　　　　　　　区名1

2月10日　火　9：30～15：00．・1・野田1又下1・2・中・．L・住宅　2

大谷　　　　　　　　　　役　場　講　堂

ｬ野田1・2　　　　　　旨

16日　月110：00～12：00E下渡lll　1
　　　　　　　　　　　：
諱@　全　　域　　　　　1下渡川地区集会所　　　　　　　　　　　1

1　　9：30～11：00 児洗・一松露　　　　　　　児洗集会所
17日　火

@　　　13：30～15：00i

越　表
中水流・田口八ツ山　　　越表生活改善センター

　　　　　　　　　．野々崎・深谷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲深公民館　　　　　　　　深

P13：00～15：00　　　下仲瀬・久居原・下水流：

19日　木I

@　　I13：00～15：00

…9：30～’2：00；坪、石原’本村　＿■坪膿協支所　　　　　　　　　　赤井笠・上ノ原　　　　旨

20日1金．　　　　　　　　〃
@　I　　l3：00～15：001

I　I9：30～12：00　　　：f中崎・山武ノ木・瀬平　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　．一谷原集会所…一谷原・一谷川崎

　　　　　　　　　　1Q1日1土　9：30～12：00i八重原i区　　全　　域　　　　　　八重原公民館

23日　月　　9：30～15：00

24日　火ig：30～12：00
〃　…地内・鹿瀬　　　　　　　1

　　1Q5日　…オく　…　9：00～16：00　1

町内全域　確定申告義務者　　役　場　講　堂
26日　1オく　；　9：00～16：00

1

27日！金　9：30～12：0創　　田　　野　　区　　全　　域　　田野公民館　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　iA月，日1 獅X：3。～12：001福一1出口
　　　　　　　　瀬13：00～15：001　　　1仲野原1・2・3

1仲野原口公民館

3日　火　1

　　　　　　　　〃
P13：00～15：00　　　i下村・鳥lll

9：30～12：001　　　　　i」二†寸1　・　2　・　3　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福瀬公民館

…9：30～12：00： 広瀬　　　　　　　　　　1
@　　　　　　　　　　広瀬生活改善センター4日：

〃

日田尾・うとぎ　　　　　　：

5日　木19：30～12：00鶴野内　　　1 大工野・おもだか・中山…大工野地区集落センター

6日．金　　9：30～12：001　〃 下村・山内・中水流・前田　．鶴野内公民館

　　　　9：30～12：001
X日． 氏@　　．13：00～15：001

　　i小長野・深瀬・日ヶ道・樋田　　　　　　　　　　　　　　羽坂生活改善センター羽　坂　　1硯野・羽坂・沖之水流・井尻

　　　　　　　　　　I@　　　I9：30～ユ2：00．

P0日．火
@　　　…13：00～ユ5：00’

．寺

11日泳
19：30～12：00　　　　！山ノロ・落鹿　　　　　　　　〃

i13、。。．15、。。1　．寺迫　　　　i寺，皇公民館

、
つご、

つ
と町報（5＞昭和62年2月号

参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
を
さ

れ
る
人
は
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
控

除
を
受
け
ら
れ
る
入
は
領
収
書
及
び

通
院
証
明
書
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

所
得
魏
の
確
窟
申
告
は
正
し
く

額
を
正
し
く
計
算
し
て
指
定
さ
れ
た

日
に
所
定
の
相
談
会
場
で
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

別表2

（A、

、

’

霧
趣塾

主な所得控除一覧表

う

2
月
2
5
日
・
2
6
日
に

　　

@　

�
鼾
u
堂
で
申
告
相
談

　
昭
和
六
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
六
日
ま
で
の
間
、
申
告
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
か
ら
申

告
書
用
紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
共
に

申
告
相
談
の
案
内
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
送
付
を
受
け
た
人
は
、

必
ず
書
類
に
目
を
通
し
、
所
得
と
税

所得控除の種類　　；　　控　　除　　額　　等

基　　　礎　　　控　　　除　1 33万円

同居特別障害 47万円

配偶者控除 老　　　　人 39万円

一　　　　般 33万円

同居特別障害 47万円

扶養控除
一　　　　般 33万円

同　　　　居 46万円
老人扶養控除

別　　　　居 39万円

特　　　　別1　　　　33万円
障害者控除
@　　　　1 普　　　通i　　　25万円

老　　年　　者　　控　　除 25万円

寡　婦　　（夫）　控　　除 25万円

勤　労　学　生　控　除 25万円

消息保険料控除 支払額の全額

生　命　保　険　料控　除
（最　　高）　5万円

i個人年金）　5万5千円

損　害　保　険　料控　除

（短期最高）　3千円

i長期最高）　1万5千円

i合計最高限度）　1万5千円

医　　療　　費　　控　　除 （最　　　高＞　200万円

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

①
所
得
が
所
得
控
除
額
（
別
表
二
）

の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得

の
金
額
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人

（
二
〇
万
円
に
は
肉
用
牛
の
売
却
に

よ
る
免
税
所
得
も
含
む
）

③
給
与
所
得
者
で
二
ヶ
所
以
上
か
ら

給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従
た

る
給
与
の
収
入
金
額
と
そ
の
他
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
二
〇
万
円
を
超

え
る
人

　
又
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
は

①
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
を
せ
ず
、
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
人
（
源
泉
徴
収

票
が
必
要
）

②
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
及
び
住

宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
（
必
要
書

類
　
雑
損
控
除
～
損
失
の
金
額
を
証

す
る
も
の
　
医
療
費
控
除
～
領
収
書

　
通
院
証
明
書
　
住
宅
取
得
控
除
～

家
屋
の
登
記
簿
の
謄
本
、
新
築
工
事

請
負
契
約
書
、
売
買
契
約
書
、
住
民

票
抄
本
、
金
融
機
関
等
の
住
宅
取
得

に
係
る
融
資
額
の
償
還
金
額
等
証
明

書
な
ど
）
で
す
。

　
税
務
署
か
ら
案
内
を
受
け
た
人
は

二
十
五
・
二
十
六
日
、
そ
れ
以
外
の

方
は
町
県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）

の
申
告
相
談
日
に
各
会
場
で
行
い
ま

す
。　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
延
岡
税
務
署

か
役
場
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ド”

E）

陰

たばこ消費税は
r

らしの中に
、

、

かされています。

暮
生

●たばこは地元で買いましょう。
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［宮崎県の最低賃金及び産業別最低賃金が下記の通り�閧ｳれましたのでお知らせします］

宮崎県最低賃金．産業別最低賃金一覧表 宮崎労働基準局
労働基準監督署

最低賃金の種類2 最低賃金額　1効力発生日　　　　　　ト 適　　用　　労　　働　　者　　の　　範　　囲　　の　　説　　明

宮崎県最低賃金
1日3．251円

P時間407円
61．10，261

〔産業別最低賃金が適用されない労働者については、すべてこの宮崎県最低賃金が適用されます。）

　　　　　　　　　…
H料品・飲料・飼料Il日3，394円．

ｻ　　　造　　　業
@　　　　　　　　i

　　　　　　…62．1時間425円i

@　　　　　1

　　　畜産食料品、水産食料品、野菜・果実のかん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

P．1ゼ詰、調味料、精励・製粉、パン・菓子製造業、…
@　　その他の食料品製造業の労働者　　　i・l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

次に掲げる者については宮崎県最低賃金
撃撃戟@18畿未満又は65畿以．ヒの者

k21雇入れ後6月未満の者であって、技能習
@得中のもの
@　清掃又は片付けの業務に主として従事す
@る者

　　　　　　　　　ヨ

@　　維　　産　　業
　1日3，448円I
@　　　　　　l62．
@1時間431円I

h

次に掲げる者については宮崎県最低賃金
mll18歳未満又は65歳以上の者

V　雇入れ後6月未満の者であって、技能習
@得中のもの
n　清掃、片付け、賄いその他これらに準ずる

c　軽易な業務に主として従事する者

木材　・木製品．1日3，503円

ｻ　　　造　　　業 塒問438・ P
　　　　　製材業、木製品製造業、造作材・合板・建築

U2．1．232用組立材料の製造業、木製容器、木製履物、
@　　　　　その他の木製品製造業の労働者　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

次に掲げる者については宮崎県最低賃金
早l18歳未満又は65歳以上の者

п@雇入れ後6月未満の者であって、技能習
@得中のもの
ﾞ　製品の結束、マークのすり込み、清掃、
@片付けその他これらに準ずる軽易な業務に
@主として従事する者

　　　　　　　　　i

ﾆ具　・装備品． il日3．503円

P時間438円

　　　　　し
@　　　　　家具製造業、宗教用具製造業、建具製造業、62・L23：その他の家具．錨品製造業の労働者

次に掲げる者については宮崎県最低賃金
曹P18歳未満又は65歳以ヒの者

ﾙ　雇入れ後6月未満の者であって、技能習

@得中のもの
P3｝塗装作業における紙はり、製品のふき上

@　げ、清掃、片付けその他これらに準ずる軽P．　易な業務に主として従事する者

　　　　　　　　　1
@　　　　　　　　好日3・582円

�@　　　　　　刷il時間448円
62．1．11

印刷業（謄写印刷業を除くk製版業、製本業、

��ｨ加工業、印刷業に伴うサービス業の労

ｭ者

次に掲げる者については宮崎県最低賃金
tl　18歳未満又は65歳以上の者

o21雇入れ後6月未満の者であって、技能習

@得中のもの
al清掃又は片付けの業務に主として従事す
@る者

同　関　連　産　業
1日3．425円

P時間429円
62．1．11

はさみ込み、封筒入れ、印刷物の整理、帯封

ﾌ業務に主として従事する者

窯業・土石製品
ｻ　　　造　　　業

1日3．650円

P時間457円
62．1．11

セメント、同製品、建設用粘土製品、陶磁器

E同関連製品、骨材・石工品等の製造業、そ

ﾌ他の窯業・土石製品製造業の労働者

機械・金属製品等

ｻ　　　造　　　業

翻ξ含＝1・一　　　　　　1

i鉄鋼業、非鉄金属、金属製品製造業、一般機

B器具、電気機械器具（発電用・送電用・配電

@用・産業用電気機械器具製造業）、輸送用機械

@器具、精密機械器具製造業の労働者

1日3．532円

P時間442円
62．2．7

電気機械器具製造業（発電用・送電用・配電用

E産業用電気機械器具製造業を除く｝の労働
ﾒ

1日3，621円

P時間453円
62．1．11 卸売業（代理商及び仲立業を含む｝の労働者

卸　　　売　　　業

ｬ　　　売　　　業 1日3，411円

P時間427円

！162・1・11
小売業（飲食店を除く）の労働者

自動車整備業
1日3．635円

P時間455円

　　　　　i自動車（道路運送車輌法第2条第2項の自動：
U2．2．71車｝の整備業、又は同法第77条の自動車分解

@　　　　1整備事業の労働者　　　　　　　　　　　　1

◎今［ロ】改定の産業別最低賃金においては．昨年同様年令18歳未満又；よ65歳以ヒの者が適用除外になっているぽか、本年から新たに雇入れ後6目未満の者で

　あ・）て技能習得中のもの及び清掃）くは片付けの業務にしとして従事する者が産業別最低賃金から適用除外されることになりました、

　しかし、今回の産業別最低賃金の改定前から雇用されている労働者については、この適用除外を理由として賃金を引きドげる二とは、労働基準法等の

趣旨から許されませんので、モ・分注意してください，

◎使唱者は、この最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなければなりません、

1注、∫精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・休日・深夜労働に対する賃金、賞与等臨時に支払われる賃金等は最低賃金に算入されません。

　　皇賃金の大部分が時間によ．ブτ定められている者は時間額の適用を受けます、

◇最低賃金についてわからないことがありましたら．宮崎労働基準局賃金課．宮崎局24－2205．または、景寄りの労働基準監督署におたずね下さい、

　　　　　　　　　　　　　　　事業主のみなさまへ

労働者を1人以上雇っている事業所は、すべて労働保険の適用を受けます。また、昭和62年度より労災保険未加入

期間中の災害については、保険給付に要した費用の一部を事業主の方から徴収することになります。現在未加入の

場合は加入手続をすぐ取りましょう，

｝
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腱

（
個

O
小一

位

二
位

二
位

O
中一

位

二
位

二
位

学 学人
荒吉荒校谷岩山校の

砂
正
伸
（
坪
谷
中
三
年
）

田
知
恵
（
坪
谷
中
一
年
）

砂
俊
之
（
坪
谷
中
一
年
）

原
淳
子
（
坪
谷
小
六
年

田
美
恵
（
福
瀬
小
六
年

口
直
美
（
東
郷
小
六
年

部
〉

メ　
4

＝
ド
ー
、

『

豪

　
昭
和
六
十
二
年
の
牧
水
か
る
た
大

会
か
、
一
月
六
日
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
．
｝

　
当
日
は
、
町
内
の
小
学
校
三
C
チ

ー
ム
一
五
〇
名
、
中
学
校
十
五
チ
ー

ム
七
五
名
の
四
十
五
チ
ー
ム
ニ
ニ
五

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
大
会
は
、
小
・
中
学
校
別
に
団
体

の
部
と
個
人
の
部
で
行
わ
れ
、
さ
す

が
に
各
学
校
の
代
表
と
あ
っ
て
、
会

場
の
あ
ち
こ
ち
で
熱
戦
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
．
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

〈
団
体
の
部
＞

o
小
学
校

一
位
坪
谷
小
A
チ
ー
ム
（
矢
野
恵
、

　
　
　
寺
原
淳
子
、
大
塚
香
織
、
矢

　
　
　
野
静
華
、
阿
万
大
助
）

二
位
　
東
郷
小
A
チ
ー
ム

三
位
　
福
瀬
小
A
チ
ー
ム

。
中
学
校

一
位
　
坪
谷
中
B
チ
ー
ム
（
荒
砂
俊

　
　
　
之
、
阿
万
文
裕
、
川
越
洋
二

　
　
　
矢
野
真
生
、
田
原
秀
郷
）

二
位
　
坪
谷
中
A
チ
ー
ム

三
位
　
東
郷
中
A
チ
ー
ム

83

l
が
大
人
の

　
　
　
　
　
　
仲
間
入
り

　
一
月
四
日
、
町
の
成
人
式
が
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
新
た
に
八

十
三
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

　
一
月
五
日
、
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
、
総
合
と
小
型
ポ
ン
プ
発
水

競
技
の
部
で
迫
野
内
、
操
練
で
鶴
野

内
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

消
訪
蛤
衰

辱

％’

　　　棚

咳
噛
か
る
隅
肉
會

　
泌
名
が
参
加

小
学
生
を
対
象
と
し
た
、
新
春
た

こ
あ
げ
大
会
が
一
月
四
日
東
郷
橋
下

の
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
三
十
八
名
が

参
加
し
て
、
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
、

；　「

新
春
た
こ
あ
げ
大
会

一
迫
野
内
区
民
体
育
祭
1
1

　
お
屠
蘇
気
分
も
ぬ
け
ぬ
一
月
二
日

迫
野
内
区
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
迫
野
内
公
民
館
は
町
教
委
か

ら
「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
つ
く

り
」
の
指
定
を
受
け
て
新
ひ
む
か
づ

く
り
運
動
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
体
育
祭
は
駅
伝
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
、
綱
引
き
大
会

に
老
若
男
女
、
区
民
総
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
何
で
も
挑
戦
、
み
ん

な
が
参
加
」
の
新
ひ
む
か
っ
く
り
運

動
の
主
旨
に
そ
っ
た
催
し
で
、
区
長

の
黒
木
勝
さ
ん
は
「
区
民
皆
ん
な
が
健

康
で
、
し
か
も
豊
か
な
心
を
も
っ
て
住

み
よ
い
迫
野
内
を
築
き
ま
し
ょ
う
．
、
」

と
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
婦
人
会
の
ぜ

ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い
に
舌
つ
づ
み
を

打
ち
な
が
ら
、
皆
ん
な
で
村
お
こ
し

を
誓
い
合
っ
た
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の

一
日
で
し
た
。

心
豊
か
暦

・
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
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脚…
点
描
㈲

複
合
経
営

r
垣
隣
協
濃

　
か
ね
て
よ
り
複
合
経
宮
に
努
力
し

て
い
る
伊
東
農
園
を
訪
ね
ま
し
た

　
鶴
勤
内
（
人
工
野
）
の
西
の
は
す

れ
の
高
台
に
、
伊
東
農
園
主
の
勢
門

（
土
一
周
）
は
、
丁
度
4
舎
の
中
て

唐
柵
」
を
竹
の
ハ
ミ
倫
に
十
個
二
つ
・

配
っ
て
い
た
と
こ
ろ
て
あ
っ
た

　
午
後
四
時
前
て
そ
ろ
そ
ろ
硅
か
尋

舎
に
届
っ
て
未
る
時
刻
て
あ
っ
た

博
は
4
舎
の
脇
の
広
場
て
目
中
は
遊

ん
で
い
る
の
て
あ
る
　
斗
は
こ
の
時

刻
に
な
る
と
、
伊
東
君
の
合
図
て
ひ

と
り
て
自
分
の
部
屋
に
入
っ
て
留
る

4
舎
に
隔
っ
た
博
は
伊
東
君
か
前
も

つ
イ
」
配
っ
て
い
た
唐
”
＋
キ
一
さ
も
お
い

し
そ
う
に
食
へ
は
し
め
た

　
牛
は
成
牛
か
一
頭
、
仔
牛
八
狽
の

多
頭
飼
育
て
大
変
な
努
力
て
あ
る
と

思
っ
た
．

　
伊
東
君
は
硅
の
飼
育
と
柿
園
と
の

複
合
悸
宮
を
し
て
い
る
の
て
す
　
柿

園
は
屋
敷
の
東
側
に
「
町
五
反
の
広

い
畑
に
約
四
白
五
十
本
の
柿
を
植
え

て
い
る
種
類
は
全
部
次
郎
柿
た
そ

う
て
す
　
樹
令
は
今
を
盛
り
の
頃
と

見
え
ま
し
た
　
今
年
は
成
り
年
て
あ

’．

ｽ
の
て
沢
山
収
穫
か
あ
っ
た
と
の

こ
と
　
柿
狩
に
は
目
向
・
延
岡
市
、

門
川
町
、
遠
く
は
北
涌
町
よ
り
今
年

は
沢
山
見
え
た
そ
っ
て
す
　
又
日
向

市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
よ
り
数
園

の
園
児
も
見
え
て
賑
や
か
な
こ
と
て

あ
っ
た
と
言
う

　
伊
東
君
は
、
更
に
鈴
峰
園
の
お
年

寄
り
の
聖
君
を
も
招
待
し
て
喜
ん
で

貰
っ
た
と
の
こ
と
　
私
は
ほ
ん
と
う

に
唇
心
し
ま
し
た
　
柿
の
売
上
け
収

益
令
は
相
当
な
額
に
⊥
つ
た
そ
っ
て

す　
盤
の
飼
育
よ
り
の
収
益
と
柿
の
収

益
て
現
右
は
軌
道
に
乗
り
か
け
た
経

、
鴇
状
況
て
あ
る
と
の
こ
と
て
し
た

　
伊
東
君
の
こ
の
複
合
経
宮
か
よ
う

や
く
自
砧
か
つ
く
様
に
な
る
ま
て
の

君
心
談
を
聞
か
せ
て
貰
っ
た
か
、
流

心
に
根
陞
あ
る
男
た
と
思
い
ま
し
た

　
伊
東
君
は
昭
和
三
↓
八
年
時
に
八

江
原
の
実
家
よ
り
、
こ
の
地
に
独
り

て
移
っ
た
．
見
渡
す
限
り
の
竹
藪
て

こ
れ
か
畑
に
な
る
た
う
つ
か
と
必
配

し
た
程
て
あ
っ
た
　
前
に
開
拓
者
か

い
た
後
で
幾
ら
か
い
い
所
も
あ
っ
た

か
、
　
】
人
て
自
炊
し
な
か
ら
、
鍬
て

毎
日
コ
ノ
コ
ソ
と
打
ち
起
し
た
事
も

あ
っ
た
　
成
人
式
て
貰
っ
た
柿
の
木

を
記
含
に
柿
の
植
樹
に
一
牛
を
か
け

た
と
の
こ
と
．
伊
東
君
は
愛
媛
県
果

樹
試
験
場
て
一
年
間
研
究
し
て
い
る

の
て
技
術
は
秀
れ
て
い
る
　
そ
れ
よ

り
努
力
す
る
こ
と
二
↓
余
年
、
倖
と

柿
と
の
複
合
経
宮
に
成
功
し
た
と
三
口

’．

ﾄ
よ
い
て
し
ょ
つ
．
奥
さ
ん
も
頑

張
っ
て
い
る
　
長
男
健
児
君
は
S
へ

P
会
員
て
立
派
な
後
継
者
と
し
て
、

将
未
勅
も
し
い
限
り
て
あ
る
．

　
最
後
に
伊
東
君
の
言
葉
に
日
く
、

一
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
は
複
合
経

営
に
取
り
く
む
こ
と
と
、
牛
き
た
ま

し
い
を
発
挿
す
る
こ
と
か
肌
要
て
あ

る
．
一
と
の
こ
と
て
し
た

新
ひ
む
か
っ
く
り
連
動
東
郷
町
民
会
議

　
　
　
　
　
会
長
都
甲
鴨
男

噸
▼
◎
，
◎
辱
■
辱
ら
聾
ら
奮
◎
●
◎
；
墾
◎
塁
■
与
●
や
ら
辱
◎
亀
◇
り
◎
聾
◎
墾
も
毫
■
亀
奄
も
◎
塾
も
亀
ら
唖
◎
▼
◎
；
塁
ら
魁
．
，
↑
奄
り
蓄
◎
看

署i礁鎗罵饗

競磁，添羅感

三
人
の

　　

f

父

塩
月
儀
市

　
鈴
木
の
叔
父
と
い
う
の
は
血
縁
は

無
い
か
母
の
義
理
の
弟
に
当
っ
て
居

り
、
も
と
は
延
岡
藩
て
相
当
の
地
位

を
占
め
て
い
た
家
て
あ
っ
た
．
か
、

こ
の
叔
父
の
代
に
な
っ
て
は
悉
く
零

落
し
て
、
矢
張
り
母
の
縁
か
ら
私
の

家
を
頼
っ
て
未
だ
．
．
矢
張
り
濡
草
靴

の
群
の
一
人
て
あ
っ
た
と
思
う
．
能

　
　
　
　
ノ
　
ダ
　
リ

楽
、
こ
と
に
鼓
は
堪
能
て
武
芸
に
も

達
し
て
い
た

　
国
師
、
二
人
の
他
国
者
か
土
地
の

酒
屋
て
乱
暴
を
し
て
、
巡
査
を
始
め

大
勢
か
そ
の
取
押
へ
に
向
つ
た
か
、

却
っ
て
二
人
の
為
め
に
打
ち
据
え
ら

れ
困
り
果
て
・
い
た
所
へ
こ
の
叔
父

か
通
り
か
・
つ
た
．
そ
し
て
、
そ
の

訳
を
聞
く
と
繁
く
早
身
そ
の
二
人
を

提
へ
よ
う
と
し
た

　
二
人
の
う
ち
、
一
人
は
h
十
位
い
、

］
人
は
二
↓
歳
早
い
て
、
年
寄
っ
た

　
　
　
　
　
　
ノ
　
エ

一
人
は
矢
張
り
柔
術
の
心
得
の
あ
る

者
た
っ
た
相
て
あ
る
　
勿
］
ち
三
人
の

間
に
烈
し
い
格
闘
か
行
は
れ
た
か
叔

父
の
働
き
は
目
覚
し
い
も
の
て
、
後

に
は
刃
物
ま
て
取
ー
ー
出
し
た
二
人
を

苦
も
な
く
投
げ
飛
ば
し
て
と
う
と
う

か
ら
め
て
し
ま
っ
た

　
そ
の
頃
も
う
初
老
に
近
い
齢
て
あ

っ
た
う
つ
か
、
こ
の
た
め
に
叔
父
は

非
常
に
村
の
者
に
重
ん
せ
ら
れ
、
私

も
と
れ
た
け
鼻
か
高
か
っ
た
か
知
れ

な
い
．
初
め
村
の
小
学
校
教
員
と
な

り
つ
い
て
郵
便
局
長
と
な
っ
た
．

　
私
の
通
っ
た
の
は
そ
の
局
長
時
代

の
事
て
、
叔
父
か
ら
読
書
算
術
を
習

っ
た
、
叔
父
は
非
常
に
私
を
可
夏
か

っ
て
、
私
に
も
の
を
教
へ
始
め
る
と

と
ん
な
葺
し
迫
っ
た
用
事
を
も
忘
れ

る
の
か
常
て
あ
一
．
た
．
貧
し
い
中
か

ら
何
や
彼
や
買
い
永
め
て
お
い
て
、

事
あ
る
毎
に
私
に
褒
美
に
呉
れ
て
い

た　
こ
の
叔
父
と
私
の
父
と
は
］
面
に

於
イ
、
よ
く
似
た
…
性
新
貝
々
一
持
っ
イ
、
い
た

夢
想
家
て
、
そ
の
血
の
つ
ち
に
年
老

い
て
も
尚
消
耗
せ
ぬ
】
種
の
流
浪
附

を
持
っ
て
い
た
．
た
・
父
の
は
そ
れ

か
や
・
上
品
て
小
さ
く
、
叔
父
の
は

大
柄
て
粗
野
て
あ
っ
た
　
行
く
と
こ

ろ
ま
て
行
か
ね
は
承
知
出
未
ぬ
性
て

あ
っ
た
。

　
二
人
は
よ
く
協
同
し
て
何
か
彼
か
4

計
画
し
て
い
た
か
、
そ
の
頃
父
は
既

に
そ
の
種
の
事
に
疲
れ
始
め
て
、
温

し
く
臆
病
に
な
っ
て
い
た
　
そ
れ
か

叔
父
に
は
甚
だ
喰
足
り
な
か
っ
た
ら

　
　
　
へ

し
い
か
、
そ
れ
て
も
何
処
に
は
銀
の

脈
か
あ
る
と
か
銅
か
出
る
と
か
ム
っ

て
よ
く
両
人
つ
れ
て
山
や
谷
を
あ
さ

っ
て
い
た

　
二
人
共
揃
っ
た
人
酒
飲
み
て
、
飲

み
始
め
る
と
い
つ
迄
も
は
て
し
か
無

か
っ
た
．
叔
父
か
酔
っ
て
謡
曲
や
、

長
い
漢
詩
な
と
を
私
は
と
れ
た
け
瞳

憬
の
眼
を
以
て
眺
め
た
も
の
か
、
こ

の
叔
父
を
何
故
あ
・
母
な
と
悪
く
言

う
の
て
あ
ろ
う
と
不
審
て
な
ら
ぬ
事

も
あ
っ
た
．

・
つご、

つ
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⑭
脳
卒
中

東
郷
病
院

　
　
山
　
元
　
香
代
子

　
寒
い
毎
日
か
続
い
て
い
ま
す
　
外

未
て
は
か
せ
の
愚
老
さ
ん
か
ふ
え
て

い
ま
す
　
な
か
に
は
、
か
せ
た
か
ら

と
無
理
を
し
て
、
こ
し
ら
せ
て
、
肺

炎
に
な
っ
て
入
院
と
い
つ
方
も
お
ら

れ
ま
す
　
少
し
具
合
か
悪
い
か
な
と

思
わ
れ
た
ら
、
早
目
に
一
分
な
休
養

を
と
り
、
冶
療
を
つ
け
る
よ
う
に
し

て
く
た
さ
い

　
こ
の
時
期
に
多
い
病
気
の
ひ
と
つ

に
脳
卒
中
〈
中
風
（
ち
ゆ
つ
小
）
、
あ

る
い
は
中
気
（
ち
ゅ
う
き
）
と
い
わ
れ

る
ん
も
い
ま
す
〉
か
あ
り
ま
す
こ
の

病
気
も
、
動
脈
硬
化
な
と
に
よ
り
動

脈
か
つ
ま
り
肱
の
一
部
に
血
液
か
流

赴
な
く
な
る
脳
血
栓
症
、
心
臓
な
と

か
冒
し
く
そ
こ
に
て
き
た
血
の
か
た
ま

り
な
と
か
脳
の
動
脈
に
つ
ま
り
、
や

は
り
脳
の
一
部
に
血
液
か
流
れ
な
く

な
る
脳
塞
栓
症
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
脳
梗
塞
と
、
脳
の
動
脈
の
一
部
か

り
脳
内
に
出
血
す
る
脳
出
血
、
脳
の

動
脈
の
こ
ふ
や
奇
形
か
ら
、
脳
の
表

面
に
出
血
す
る
く
も
膜
下
出
血
な
と

に
分
け
ら
れ
ま
す

　
こ
れ
ら
の
病
気
は
、
発
症
時
期
、

そ
の
時
の
症
状
、
頭
都
C
T
検
査
と

い
わ
れ
る
脳
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を

と
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
診
断
さ

れ
ま
す
　
朝
起
き
た
時
に
馬
方
の
手

足
の
か
な
い
か
悪
い
、
仕
事
中
に
急

に
気
分
か
悪
く
な
り
倒
れ
、
音
山
識
か

な
く
な
る
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

も
な
い
よ
つ
な
激
し
い
頭
痛
か
す
る

と
い
う
よ
う
に
症
状
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

壱
識
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
人
か
ら
、

全
く
な
く
な
る
人
ま
て
さ
ま
ざ
ま
で

す　
片
方
の
手
足
の
か
な
い
か
悪
く
な

っ
た
り
激
し
い
頭
痛
な
と
の
症
状
か

あ
る
時
に
は
早
目
に
病
院
に
か
か
っ

て
く
た
さ
い
．
ま
た
、
倒
れ
て
い
る
人

を
み
た
ら
、
あ
わ
て
す
に
、
ま
す
声

を
か
け
て
み
て
壱
識
か
あ
る
よ
っ
て

し
た
ら
、
ま
す
7
女
心
、
℃
布
な
と

を
か
け
て
温
か
く
し
て
、
病
院
へ
連
絡

し
て
く
た
さ
い

　
き
識
か
な
く
、
ま
た
、
あ
っ
て
も
は

っ
き
り
し
な
い
時
は
、
呼
吸
し
て
い

る
か
と
う
か
確
か
め
、
口
の
中
に
吋

い
た
物
か
つ
ま
っ
て
い
る
時
は
、
指

を
タ
オ
ル
な
と
て
ま
い
て
、
そ
っ
と
と

っ
て
あ
け
て
く
た
さ
い
よ
ほ
と
車
症

の
脳
卒
中
て
な
い
限
り
、
急
激
に
呼

吸
ま
て
吐
ま
る
と
い
つ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
発
見
さ
れ
た
時
期
か

暗
け
れ
は
、
呼
吸
は
大
丈
夫
た
と
思

わ
れ
ま
す
　
む
し
ろ
叶
物
て
窒
自
い
し

か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
の

て
用
心
し
て
く
た
さ
い

　
そ
し
て
、
早
目
に
病
院
に
連
絡
し

て
く
た
さ
い
．
と
の
脳
卒
中
か
、
ま
た
、

症
状
に
よ
り
、
冶
療
法
か
違
い
ま
す

の
て
、
入
院
冶
療
か
必
要
て
す
、

　
串
い
者
さ
ん
の
搬
送
に
つ
い
て
は
、

特
に
意
識
か
な
い
場
合
に
は
不
汝
か

強
い
と
思
い
ま
す
か
、
病
院
の
医
師
、

看
護
婦
に
く
わ
し
く
症
状
を
話
し
て

く
だ
さ
れ
ば
と
う
し
た
ら
い
い
か
お

話
し
て
き
る
と
思
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
な
に
よ
り
も
ま
す
、
脳

卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
か
大

切
て
す
　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
す
、

無
理
を
し
な
い
こ
と
、
四
十
歳
以
上

の
方
は
時
々
爆
圧
を
は
か
り
、
高
い

よ
つ
な
ら
は
、
医
帥
の
診
察
を
う
け
、

必
要
な
ら
は
、
く
す
り
を
き
ち
ん
と

の
む
こ
と
、
年
配
の
方
は
冬
の
寒
い

閲
は
、
ト
イ
レ
へ
外
へ
出
て
い
く
の

は
た
い
へ
ん
て
す

　
寝
室
内
、
あ
る
い
は
す
く
近
く
て

用
か
足
せ
る
よ
う
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
な
と
を
使
わ
れ
る
の
も
ひ
と
つ

の
方
法
て
す
　
朝
夕
の
散
歩
や
連
動

も
、
少
し
日
か
の
ほ
っ
て
温
か
く
な

っ
て
か
ら
の
乃
か
よ
い
と
思
い
ま
す

　
お
兀
気
て
、
こ
の
寒
い
冬
を
の
り

ぎ
㌔
り
ま
し
よ
つ

ら
　
●
ら
，
ら
聾
噸
獅
噸
辱
◎
；
隻
ら
与
ら
聾
与
肇
1
ら
ら
◎
噸
曝
◎
堅
◎
髄
．
・
噸
零
．
撃
◎
毎
・
肇
◎
懸
◎
毎
◎
軽
も
魅
ら
季
ら
午
も
唾
・
塾
◎
雫
ら
　
幣
・
キ

派
出
所
だ
よ
り

事
件
事
故

見
た
ら
聞
い
た
ら

　
す
ぐ
一
一
〇
番

　
一
一
〇
番
通
報
件
数
は
、
全
国
て

年
間
三
三
〇
力
件
を
越
え
て
お
り
（
宮

崎
県
は
六
二
年
二
五
、
三
六
六
件
）
、

事
件
事
故
な
と
各
種
事
案
の
早
期
解

決
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す

　
「
方
、
免
許
関
係
な
と
の
各
種
昭

会
、
要
望
、
相
談
、
虚
報
、
誤
報
等

い
わ
ゆ
る
緊
急
通
報
に
必
ず
し
も
な

し
ま
な
い
不
用
、
不
急
の
通
報
か
県

内
て
も
全
通
報
件
数
の
一
五
・
五
％

に
も
達
し
て
お
り
ま
す

一
〇
番
の
し
く
み

　
一
一
C
番
は
、
高
千
穂
警
察
署
管

内
（
高
F
穂
町
、
日
之
影
町
、
五
ヶ

瀬
町
）
を
除
く
県
下
各
地
か
ら
通
信

指
令
室
（
県
警
察
本
部
）
に
入
電
し

て
未
ま
す
か
、
一
一
C
番
窓
口
の
通

信
指
令
宍
・
と
ハ
ト
ロ
ー
ル
カ
：
は
一

体
と
な
っ
て
、
市
民
生
活
の
安
全
を

守
る
た
め
、
日
夜
た
ゆ
ま
な
い
活
動

を
続
け
て
い
ま
す

一
〇
番
は
落
ち
つ
い
て

　
通
佑
指
令
室
て
は
】
一
e
番
を
受

理
し
な
か
ら
、
無
線
て
現
場
に
一
番

近
い
ハ
ト
ロ
：
ル
カ
ー
や
派
出
所
、

駐
召
所
員
等
に
指
令
し
、
急
行
さ
せ

て
お
り
ま
す
の
て
「
早
く
、
丑
し
く
、

要
領
よ
く
一
落
ち
着
い
て
か
け
ま
し

ょ
う
、

い
た
す
ら
電
話
等

　
　
　
み
ん
な
の
迷
惑

　
緊
急
て
も
な
い
用
耐
の
た
め
一
一

C
番
か
話
中
に
な
っ
た
ら
大
変
て
す

一
一
C
番
は
緊
急
の
場
合
の
命
個
て
す

　
免
許
の
問
い
合
わ
せ
、
困
り
こ
と

相
談
等
は
一
般
電
話
て
お
願
い
し
ま

す
又
、
f
供
の
い
た
す
ら
電
話
か

増
え
て
お
り
ま
す
の
て
、
　
】
言
、
仕
巷

し
て
あ
け
ま
し
ょ
う

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
農
業
委
員
会
委
員
芝
挙
人
名
簿
は

毎
年
一
月
一
日
忍
石
て
調
撃
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
　
　
ノ

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
て
は
、
次
の

日
程
て
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
　
縦
覧
期
間
中
に
異
議
申
立

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
　
二
目
一
二
一
一

日
に
碓
定
さ
れ
ま
す

▽
縦
覧
期
間

　
　
二
月
二
⊥
二
日
～
三
月
瓦
日

▽
縦
覧
場
所

　
　
町
選
挙
世
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
総
務
課
内
）
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気
を
つ
け
ま
し
よ
う

　
　
　
自
動
車
登
録

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
現

在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
．

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
宮
崎
陸
運
事

務
局
で
登
録
の
手
続
き
を
．
．

一、

ﾚ
転
登
録

　
　
中
古
車
等
を
購
入
し
た
場
合
．
．

二
、
変
更
登
録

　
　
引
っ
越
し
さ
れ
た
場
合
．
、

三
、
ま
つ
消
登
録

　
　
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
で
車
を
手
放
さ

　
れ
た
場
合
、

　
詳
し
く
は
日
向
県
税
事
務
所
へ
．
、

　
　
　
　
　
費
五
ニ
ー
四
一
四
八

⑭
國
漁
色
姻
圏

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
．
一

▽
日
時
　
2
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
．
．
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
．
．▽

日
時
　
2
月
1
7
日
号
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
師
養
成
講
習
会

　
町
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
で
つ

く
っ
て
い
る
東
郷
牧
水
波
乱
ク
ラ
ブ

（
塩
月
栄
久
会
長
ら
三
十
六
名
）
で

は
、
三
月
半
、
本
町
で
開
催
さ
れ
る

講
習
会
で
の
受
講
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
．

◇
定
員
　
六
十
名

◇
日
程
　
講
習
は
三
月
二
十
四
日
か

　
ら
三
十
一
日
ま
で
の
日
曜
日
を
除

　
く
七
日
間
。
時
問
は
、
午
後
六
時

半
三
十
分
か
ら
九
時
四
十
五
分
。

　
　
都
合
で
休
ん
だ
場
合
は
、
四
時

　
間
以
内
で
あ
れ
ば
四
月
一
日
に
補

　
講
を
受
け
れ
ば
よ
い
。

　
　
修
了
試
験
は
、
四
月
二
日
の
午

　
後
七
時
か
ら
八
時
ま
で
。

◇
科
目
　
法
規
十
二
時
間
、
無
線
工

　
学
十
時
間
。
（
合
計
二
十
二
時
間
）

◇
会
場
　
東
郷
町
林
業
研
修
館

◇
経
費
　
受
講
料
等
（
教
材
・
免
許

　
申
請
手
数
料
含
む
）
一
万
九
千
円

◇
申
込
先
　
役
場
農
林
課
　
荒
砂
建

　
一
（
麿
六
九
1
二
一
一
】
・
自
宅

　
六
九
一
七
五
四
四
）

今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税

。善

灯急

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
鶴
野
内
の
栄
薫
さ
ん
か
ら

　
（
弘
喜
さ
ん
・
6
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
畝
原
弘
宣
さ
ん
か
ら

　
（
ベ
ン
さ
ん
・
9
5
歳
ご
死
去
）

◎
福
地
の
関
野
千
鶴
代
さ
ん
か
ら

　
（
ア
イ
子
さ
ん
・
5
4
こ
口
死
去
）

◎
坪
谷
の
甲
斐
定
巳
さ
ん
か
ら

　
（
ハ
ツ
ヱ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
渡
部
強
さ
ん
か
ら

　
（
タ
メ
さ
ん
・
8
3
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
海
野
親
生
さ
ん
か
ら

　
（
是
一
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
松
田
茂
夫
さ
ん
か
ら

　
（
福
島
秀
雄
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
寺
原
久
栄
さ
ん
か
ら

　
　
（
孝
彦
さ
ん
・
4
8
歳
ご
死
去
）

◎
上
階
の
黒
木
政
希
さ
ん
か
ら

　
（
希
芳
さ
ん
・
7
3
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
矢
野
森
一
郎
さ
ん
か
ら

　
（
勇
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
浜
田
繁
信
さ
ん
か
ら

　
（
ケ
サ
ヱ
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

◎
手
手
の
新
名
実
さ
ん
か
ら

　
（
ユ
キ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

聯癬

（
十
二
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
孫
、
と
う

．
脅
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